
大
崎
短
絡
線
問
題
は
、
当
ニ
ュ
ー

ス
で
も
繰
り
返
し
と
り
あ
げ
て
き

ま
し
た
（
＊
）
。
今
回
の
説
明
会

は
、
Ｊ
Ｒ
が
自
治
会
長
ら
の
要
請

で
、
大
崎
都
営
住
宅
の
住
民
向
け

に
開
か
れ
た
も
の
で
、
会
場
の
町

会
会
館
は
参
加
者
で
満
杯
に
。

短
絡
線
が
完
成
す
る
と
、
電
車

は
横
浜
方
面
か
ら
下
り
な
が
ら
左

に
急
カ
ー
ブ
走
行
し
、
現
在
の
大

崎
駅
の
ホ
ー
ム
で
は
止
ま
り
き
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
ホ
ー
ム
の
位

置
は
五
反
田
寄
り
に
ず
ら
さ
れ
、

都
営
住
宅
の
前
に
か
か
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
で
も
「
廊
下
で

話
が
で
き
な
い
状
態
」
（
参
加
者
）

の
騒
音
被
害
は
更
に
耐
え
難
い
こ

と
に
な
る
の
は
必
至
で
す
。

会
場
に
は
計
画
の
見
直
し
を
求

め
結
成
さ
れ
た
「
大
崎
短
絡
線
連

絡
協
議
会
」
の
メ
ン
バ
ー
も
参
加
。

質
疑
で
は
事
業
そ
の
も
の
へ
の
意

見
や
質
問
が
多
数
出
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
は
事
業
実
施
に
よ
り
増
発

さ
れ
る
の
は
、
ラ
ッ

シ
ュ
時
の
み
一
時

間
に
つ
き
３
本
、

と
答
弁
。
そ
の
引

き
替
え
に
地
元
で

は
３
６
５
日
事
故

へ
の
不
安
を
抱
え
、

騒
音
鉄
粉
被
害
の

拡
大
を
引
き
受
け

さ
せ
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
利

用
者
の
利
便
性
を

錦
の
御
旗
に
事
業

実
施
を
説
く
Ｊ
Ｒ
で
す
が
、
地
域

住
民
の
生
活
は
ど
う
で
も
い
い
と

い
う
の
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
説
明
会
に
は
町
会
長
、

自
治
会
長
が
３
人
も
参
加
。
口
々

に
「
中
止
し
て
も
ら
い
た
い
、
そ

れ
が
地
域
の
声
」
な
ど
事
業
に
反

対
す
る
立
場
を
表
明
。
し
か
し
Ｊ

Ｒ
東
日
本
は
「
反
対
さ
れ
て
も
や

る
」
と
言
い
切
り
、
地
域
の
願
い

に
背
を
向
け
ま
し
た
。
地
域
環
境

を
壊
し
て
で
も
自
社
利
益
は
最
優

先
す
る
態
度
は
時
代
錯
誤
で
あ
り
、

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

力
合
わ
せ
て
事
業
の
見
直
し
を

勝
ち
取
る
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。
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地域住民を無視して自社利益を最優先、
ＪＲ東日本は大崎短絡線事業計画の見直しを

安藤たい作ニュース は、「品川区議会における政務調査費の交付に関する規定」で定める使途基準「広報・活動費」に基づき、政務調査費によって発行されています。ご意見・ご感想をお寄せください。

生涯二度目の一般質問が終わりまし

た。自己評価は本質問８０点、再質

問２０点、再々質問３０点。詳しい

内容は次号で紹介させて頂きます。

区政報告

さ
る
11
月
６
日
、
大
崎
都
営
住
宅
の
住
民
向
け
に
、
大
崎
短
絡
線
の
事
業
説

明
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
地
域
住
民
よ
り
利
用
者
、
引
い
て
は
自
社
利
益
を

優
先
さ
せ
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
態
度
の
理
不
尽
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

'74年宮城県仙台市生まれ。国立宮城教育大卒。'98年漫画家を志し上京。'02年青年誌奨励賞受賞。'06年の区議補選で初当選。安藤たい作プロフィール

漫画：安藤たい作

３本の増発と引替えに環境を破壊！

都
営
住
宅
の
住
民
に
と
っ

て
も
騒
音
被
害
が
増
大

２
町
会
長
・
１
自
治
会
長

も
「
反
対
」
を
明
言

＊
【
大
崎
短
絡
線
整
備
事
業
】

横
浜
方
面
と
新
宿
方
面
を
結
ぶ
湘

南
新
宿
ラ
イ
ン
の
上
り
線
を
、
新

た
に
作
る
計
画
。
横
浜
方
面
か
ら

大
崎
駅
構
内
に
向
け
て
下
り
な
が

ら
急
激
に
左
カ
ー
ブ
す
る
た
め
、

脱
線
事
故
の
不
安
、
増
発
に
よ
る

騒
音
・
振
動
・
鉄
粉
飛
散
な
ど
の

環
境
悪
化
、
沿
線
の
「
開
か
ず
の

踏
切
」
な
ど
が
問
題
に
。
地
元
町

会
が
中
心
と
な
り
「
大
崎
短
絡
線

連
絡
協
議
会
」
が
立
ち
上
が
り
計

画
の
見
直
し
を
求
め
て
い
ま
す
。

わ
ず
か
な
増
発
の
た
め

に
環
境
を
壊
す
の
か
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○「基本構想」とは・・

「基本構想は、区の将来像とそれを実現するための指針です。将来の

まちづくりのための基本となる考え方であり、これを実現するために

長期基本計画（１０年）や実施計画をつくり具体的な施策を展開して

いきます。」（品川区ホームページより）

＊素案全文は、区庁舎、各地域センター、文化センター、図書館等に

おいてあります。ホームページでも見られます。

○「パブコメ＝パブリックコメント（区民意見公募手続）」とは・・

「区民生活に広く影響を及ぼす区の基本的な計画等を決定するときに、

事前に素案を公表し、区民の皆さんからのご意見を考慮して決定する

とともに、いただいたご意見とそれに対する区の考え方を公表する制

度です。」（品川区ホームページより）

11月22日の区議会で、品川区の濱野区長は、

現在策定中の第４次長期基本計画で特養ホーム

の増設を検討すると答弁、議場にどよめきが走

りました。

これまで区は「特養ホームの整備は完了して

いるので作る考えはない。区民のニーズはケア

ホーム」旨の発言を繰り返し、７年間の長きに

わたって特養ホームを増設してきませんでした。

その間20区で65ヶ所、5500ベッドの特養ホーム

が新たに建設され、品川区の特養整備率は23区

中20番目まで落ちこんでいました。一方、ケア

ホームの利用料は月17万～20万円と高く、「国

民年金でも入れる特養ホームの増設を」の願い

は高まっていました。日本共産党は区議会で繰

り返し要望。議会にも請願が上がる中、区が方

針の変更を迫られたものです。

区長の前向き答弁を、特養ホームの一日も早

い増設に実らせるかどうか、これからが大切で

す。大きな声と運動を広げましょう。

新品川区基本構想素案
（案）への
「パブコメ」期限迫る

「特養ホームの
整備を検討」

議会で区長が増設に前向き答弁

12月10日（月）まで


